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　全国骨髄バンク推進連絡協議会（全国協議会）の 2026 年度の事業計画は、
2025 年度の活動実績を踏まえ 6 本柱の活動方針を定め、これを元に具体的
な行動項目を立案、6 月 7 日（日）に東京で開催された通常総会で承認され
ました。その後 7 月 12 日（日）の理事会で各行動項目を策定しました。

　2026 年度は、まず第一にドナー登
録の拡大を目指します。ドナー登録者
数が前月を下回る状況を打破するため
「ドナー登録拡大検討プロジェクト」
を立ち上げます。昨年度新規ドナー登
録者 30,439 人のうち加盟団体の説明
員が参加した登録会（3,059 回）での
登録者が 12,431 人と 4 割を占めてい
ます。アンケート調査で成功例を共有
するとともに各地の問題点も出しても
らい、プロジェクトにて解決方法を検
討します。また人口当りの登録数が多
い県での推進方法や「骨髄バンク推進
連絡協議会」が機能している県の状況
などをプロジェクトで検証します。
　「患者負担金軽減プロジェクト」で
は引き続き患者に寄り添う活動とし

て、ドナー室料や造血幹細胞運搬費な
どの負担金の軽減を要請すると共に、
移植患者のワクチン接種費用など、そ
の他の患者負担の実態を明らかにし、
その解決策を検討します。課題解決の
ためには議員連盟との協働により、厚
生労働省や日本骨髄バンク、日本赤十
字社などへの提言を行います。
　他にも、加盟団体との連携を強化
し、イベントへの共催や後援を行うと
ともに、未加盟の団体に積極的に呼び
掛け仲間を増やします。
　患者支援制度の充実など、患者さん
の未来を支える取り組みを継続してま
いりますので今後ともご協力をお願い
いたします。

　6 月 7 日（日）開催の 2026 年度通常総会終了後、参加した 45 人の皆さ
んで情報交換を行いました。各団体からの報告の後はグループディスカッショ
ンを開催。悩みや課題の洗い出し、その成功例の共有などを行いました。

各団体からの報告
①活動人数の減少・高齢化
　多くの地域で活動者の減少と高齢化
が深刻化しており、イベントやドナー
登録会の人員確保が困難で平日の対応
が難しくなっています。
②若年層へのアプローチ強化
　若年層のドナー登録者増のため、大
学・看護学校・専門学校への働きかけ
が進展されています。首都圏では近県
の協力を得て大学での登録会が増加、
若年者が集まるショッピングモールや

大学での登録会を増やし年間登録者が
過去最高となった団体もありました。
③登録会の状況
　県の目標の 2年連続達成や過去最高
の登録者を得た地域もある一方、大学
の登録者が 75％まで激減した地域、
企業献血の献血者減少が影響している
地域などがありました。
　平日に活動ができる説明員を増やす
ため、フォローアップ研修を導入し疑
問解消や継続支援を強化、学生説明員
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� （2 面上部へ続く）

1．ドナー登録推進と普及啓発活動
（1）ドナー登録推進活動
（2）�オンラインドナー登録導入への

協力
（3）コミュニケーションの強化
（4）普及啓発活動・情報発信

2．国際協力

3．患者・家族の支援活動、ドナー支援
（1）「白血病フリーダイヤル」
（2）患者支援基金
（3）患者のQOLの向上
（4）患者の負担を減らす活動
（5）医療講演会・患者相談会
（6）�ハンドブック「白血病と言われ

たら」
（7）ドナー支援

4．骨髄バンク及び医療制度の充実
（1）要望・請願活動
（2）調査・研究・セミナー事業

5．提供しやすい環境整備

6．全国協議会の体制強化、財政改善の活動
（1）運動ネットワーク、会議体
（2）�全国協議会の組織強化・財政改

善活動

◆ 6本柱の活動方針と行動項目

骨髄バンクとさい帯血バンクの最新情報
● THE BANK NOW（速報値）●

 骨髄バンク 
■日本骨髄バンクの現状（2026年 6月末現在）

2023 年４月から統計基準が移植件数から採取件数に変更

■6月の区分別ドナー登録者数
献血ルーム／ 405 人、献血併行型集団登録会／ 1,775 人、
集団登録会／ 16 人、その他／ 20 人
■6月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10 代　4,962 人／ 20 代　101,560 人／ 30 代　137,477 人
40 代　204,079 人／ 50 代　116,082 人

■ 6月の 20歳未満の登録者 441人
注）数値は速報値のため訂正する場合があります。

《MONTHLY JMDP（6 月 15 日発行）より抜粋》

 さい帯血バンク 
■さい帯血保存公開本数　10,914 本
（2026 年 6 月末現在、国内 6バンクの合計）

■ 6月の移植件数　124 件　（累計 27,134 件）
《日本赤十字社 骨髄バンク・さい帯血バンク ポータルサイトより抜粋》

5 月 6月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,208 2,216 564,160 1,032,741
患者登録者数 188 212 1,785 73,998

採
取
数

骨髄 31 41 ― 27,765
末梢血幹細胞 42 57 ― 3,042

合計 73 98 ― 30,807
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により、→

の養成が成功している地域もありまし
たが、全体として定着率の低さが共通
課題ともなっています。
④地域イベント・企業との連携
　埼玉では市と連携しイベントに参加
し、説明コーナーを設置。千葉ではパ
ネル展を多数実施。石川では保健所 5
か所に啓発物を配布、大学祭や高校で
の登録会も展開。愛知では企業献血で
登録者が減少しているが、助成金申請
が出た事例もあり企業との連携に意義
があるなどの報告もありました。
⑤学生との協働
　学生との協働も各地で行われ、看護
学生が病院の食堂のトレーシートでの
啓発など新しい媒体を提案。説明員で
もある学生が中心のプロジェクトで講
演会の企画が始動するなど、ボラン

ティアの高齢化が共通の課題となる中
でも若者主体の活動も広がりを見せて
います。
グループディスカッション

　6チームに分かれ 2つのテーマにつ
いて話し合いました。
　「若年骨髄ドナー登録拡大のための
方策について」
　大学での献血併行型登録会の開催が
減少した、若年層の献血者が少ない、
高校で献血を受け入れてくれない、平
日に動ける説明員が少ないなどが課題
として挙げられました。
　それに対する成功事例アイデアとし
ては、学域での登録会開催のためには
行政主導で依頼する、学校での語りべ
開催後の登録会、小学生から命の大切
さを伝え親世代にも伝播させる、企業
献血に若い人を連れてきてもらう等が

挙げられました。
「ボランティア団体として活動を続
けるための方策について」
　悩みとしては、人員不足・高齢化、
定着しない、資金不足などが挙げら
れ、説明員に関しては平日活動できる
人が少ない、などでした。社会奉仕団
からの協力を得ている、説明員活動に
偏ることなく、他分野のボランティア
団体と協働することで視野が広がり、
興味を持ち入ってくる人も出てくるな
どのアイデアも聞かれました。

（1面からの続き）
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　この度正会員となりましたNPO法
人小児がん・まごころ機構（MOCC）
です。
　当法人は、小児がんとともに生きる
子どもと家族を支えることを目的に活
動しています。東京に本部事務局、佐
賀県鳥栖市に佐賀事務局を設置し、医
療・福祉の現場と地域をつなぐ取り組
みを続けています。
　小児がん分野における診断、治療、
治療終了後の生涯にわたる長期フォ
ローアップを推進するにあたり、日本
および発展途上国等の小児がん患者、

小児がん経験者およびその家族が安心
して生活できる永続的な社会の仕組み
を実現するため、国内外を問わず広く
支援を行っています。
・理事長　中川原　章
　公益財団法人佐賀国際重粒子線がん
治療財団�名誉理事長、アジア小児血
液・がん治療研究グループ（APHOG）
会長、アジア小児腫瘍学会（SIOP�
Aisia）大陸会長。
・APHOGの事務局
　APHOG は「As i a n�P e d i a t r i c�
Hematology�and�Oncology�Group」の
略称で、アジア小児血液・がん治療研
究グループを指します。まごころ機構
はその正式な事務局となりました。
・こどもホスピス設立
　佐賀県（鳥栖市）には、すでに粒子
医療・がん治療の最先端インフラが集

積。世界的課題を解決する「地方分散
型・高度医療ハブ」としてのポテン
シャルが備わっています。九州の十字
路であるこの土地にこどもホスピスを
設立し、さらに全国のこどもホスピス
を支援する仕組みづくりを展開してい
きます。こうした事業には、佐賀県や
佐賀市、鳥栖市など自治体の後援も得
ており、地域ぐるみで子どもたちを支
える基盤づくりに取り組んでいます。
・つながり
　小児がんと骨髄移植は深く関わって
おり、まごころ機構の歩みは、骨髄バ
ンクがめざす「いのちをつなぐネット
ワーク」とも通じるものがあります。
治療の現場と子どもたちの暮らしを支
える私たちの活動を、移植医療と患者
家族を結ぶ大切なパートナーとしてと
もに歩んでいきたいと考えています。
どうぞよろしくお願いいたします。

（まごころ機構　内藤真澄）

　ポケットティッシュが新しいデザイ
ンになりました。表面には「こつずい
ばんくをよろしくね」、裏面には「ド
ナーってなに？」のメッセージを添え、
手に取った方が自然と骨髄バンクに関
心を寄せられる仕様となっています。
やわらかな暖色系の色調と親しみやす

いデザインで、さまざまな啓発の場面
でご活用いただけます。
※当協議会の啓発グッズは
骨髄バンク事業の啓発や患
者支援活動を目的とした用
途に限定して作製されてい
ます。啓発や患者支援以外

の目的では使用できませんのでご了承
ください。

新規加盟団体　小児がん・まごころ機構のご紹介

【新デザイン登場】ハローキティポケットティッシュが新しくなりました

© '26 SANRIO CO., LTD. APPR. NO. L672183

（裏面）（表面）
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確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　滋賀県日野町長の堀江和博と申しま
す。骨髄バンクのドナー候補者に選ば
れ、提供を無事に終えることができま
した。支えてくださったすべての皆さ
まに、まず心より御礼を申し上げます。
　調べてみますと、現職の首長が骨
髄・末梢血幹細胞の提供を行うのは、
おそらく全国でも初めてのことのよう
です。とはいえ、これは私が特別だか
らではありません。たまたまHLAが
適合し、声をかけてくださる方々がい
て、周囲が快く送り出してくれたおか
げなのです。
　きっかけは、「滋賀骨髄献血の和を広
げる会」の片岡智一会長や後藤勇樹議
員をはじめ、地域で地道に活動を続け
てこられた皆さまから、温かく声をか
けていただいたことでした。正直に申
し上げれば、皆さまの呼びかけがなけ
れば、私はドナーになることはなかっ
たと思います。長年にわたるそのご活

動があったからこそ、私もこのバトン
を受け取ることができました。会の皆
さまのご献身に、深く敬意を表します。
　ここで、広報啓発に携わる皆さまに
お伝えしたいことがあります。ご自身
は提供者でなくとも、皆さまは紛れも
なく立派な「ドナー」だということで
す。一言声をかけるその活動が、巡り
巡って誰かの命を救います。私がド
ナーになれたのも、まさに皆さまのお
かげでした。
　提供そのものは、案じていたよりも
穏やかに過ごすことができ、回復も早
く、間もなく普段どおり公務に戻るこ
とができました。

　そのうえで、首長という立場にある
者として考えさせられたこともありま
す。ドナーに選ばれ易いのは、健康で
ある可能性が高い若い世代です。しか
しながら、若い世代は仕事や子育ての
真っ最中であることも多いのです。
「登録はしたけれど仕事を休めない」
「子どもが小さく踏み出せない」―
そうした声に、私たち行政が応えてい
かなければなりません。各自治体の助
成制度に加え、ドナー休暇制度の導入
や、安心して提供に臨める職場と地域
の環境づくりなど、課題はまだ多く残
されています。自らの経験を制度の充
実と普及啓発につなげることこそ、立
場をいただいた者の責任だと感じてい
ます。
　いま治療に向き合っておられる患者
さんとご家族の皆さまへ。遠く離れた
場所にも、あなたを思う人が必ずいま
す。この命のリレーを、皆さまと力を
合わせて、これからも走り続けてまい
ります。� （日野町長　堀江和博）

　今年春、大学生 8人がドナー登録説
明員養成講座を受講し、実地研修のた
め登録会場に立ちました。近隣の専門
学校のロビーで同世代の若者にドナー
登録を呼びかけたり、消防本部内で丁
寧な説明をしながら登録手続きを体験
しました。私が所属する市民団体「私
たちのまちで骨髄ドナー助成制度を考
える会（わたまち）」と北海道文教大学、
そして北海道骨髄バンク推進協会の協
力で行われたものです。
　きっかけは、私が 2020 年に急性骨
髄性白血病になったことです。入院中
に造血幹細胞移植について調べるな
か、骨髄ドナー助成制度が北海道内の
自治体には無いことを知り、退院後に
上司や友人らと会を立ち上げました。
市に要望書を提出し、2023 年に恵庭
市で道内初のドナー助成制度がスター
トしています。仕事や子育てで出会っ
た人など多くの方の協力に支えられた
経験から、複数の機関が連携して取り
組むことが、周知や理解を広げる上で
大きな力になると実感しました。
　北海道文教大学からは、患者として

の経験を学生に話してほしいとの依頼
で、これまでも年に一度、特別授業を
行っていました。ただ、若い世代への
アプローチを一歩深め、継続できる形
にしたいという課題を感じていまし
た。そこで、教授に相談してゼミ生を
対象に説明員養成講座を行うことに
し、推進協会が快く引き受けてくれま
した。医療を学ぶ学部を持つ同大学に
とっては、将来に直結する学びとな
り、社会貢献に関心はあっても一歩を
踏み出せずにいる学生にとっては行動
のきっかけにもなります。私自身も、
学生との交流を通じて、SNS をはじ
めとする若い世代の情報接触のあり方
や、周知の工夫を学びたいと考えまし
た。
　実地研修では、学生がポスターを手
にドナー登録を呼びかけると、学生た
ちが足を止める場面が見られました。
同世代だからこそ届く言葉があるのだ
と感じます。資料を示しながら丁寧に
説明する姿からは、準備してきた真剣
さが伝わってきました。実際に登録を
してくれた方を前に感慨も大きかった

と思います。
　活動を続ける上で大切にしたいの
は、大学、学生、推進協会がそれぞれ
の立場を尊重しながら、こまめにコ
ミュニケーションを重ねることです。
実習やアルバイト、献血車の予定を踏
まえた日程調整は思いのほか大変でし
たが、無理なく関われる形を探ること
こそ骨髄バンクの理念にも通じると考
えています。活動が義務ではなく有意
義であると実感し、さらに楽しさも感
じられれば後輩も続くでしょう。仕事
をしながら参加する自分自身にとって
も同じです。今後はスワブ登録が本格
導入され若い世代への働きかけの幅も
さらに広がると見込まれます。全国各
地域の登録会や啓発活動からアイデア
を学びながらこの地域に合った登録支
援の輪を探っていきたいです。
（私たちのまちで骨髄ドナー助成制度

を考える会代表　白﨑亜紀子）

命のリレーを、次の走者へ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

北海道文教大学（恵庭市）での説明員養成の取り組み
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　「すみません　幸せは　おいくらで
すか」
　健康という「幸せ」がお金で買える
ものならお金を工面してでも買いたい
ものです。ドラえもんのポケットから
「白血病、治れ～！　骨髄ドナー見つ

かれ～！」と「魔法の黄色いハンカチ」
が出てきたならどれだけいいことか。
　福島県骨髄バンク推進連絡協議会県
南支部主催の恒例の視察研修のバス
は、骨髄バンク活動の先進地である、
骨髄バンクを支援するやまがたの会の
皆様のもとに直行しました。やまがた
の会は小野寺南

な

波
み

子
こ

会長さん率いる多
くのボランティアの皆様により、全国
でも先駆けて「市町村骨髄バンク支援
制度 100％」を達成しています。その
裏には東北ブロック山形青年会議所や
骨髄バンクを支援する議員連盟のご尽
力があり行政との密な連携のもとに達
成したものです。
　研修会では小野寺会長から「やまが
たの会の活動報告」と「MAMOのメッ
セージ」を紹介していただきました。
また福島県の骨髄バンクの生みの親で
あります、会津美里町の大石邦子さん

により「この生命骨髄バンクと共に」
との演題で講話をいただきました。や
まがたの会、秋田の会、そして福島の
参加者からは涙と感動の大きな拍手が
寄せられました。さらに全国骨髄バン
ク推進連絡協議会の若木事務局長も、
遠方のところご出席をいただき資料を
もとに全国協議会からの情報を提供し
ていただき感謝したところです。
　この度の研修で学んだことは「県に
よって活動や支援の仕方」が異なるこ
と。他を見て良いことは真似をするこ
とが新たな学びとなりました。
　「命のバトンリレー」は人とひとの
繋がりです。二度とない人生であれば
皆さんと手を取り合って「優しく支え
あう社会づくり」に全力を注ぐ決意を
新たにしたところです。
（福島県骨髄バンク推進連絡協議会

県南支部長　関根政雄）

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

各各地た地地たたの 写真を添えてり各地たの り
たたたたたたたたたたた
りりりりよよ

　6月 13 日（土）　古都鎌倉円覚寺・
方丈で第 31 回骨髄バンクチャリ
ティーコンサート「ピアノ三重奏の夕
べ」が開催されました。
　このコンサートが初めて鎌倉円覚寺
で開催されたのは 1992 年 11 月のこと
でした。演奏者の共通の友人であるピ
アニストの方が白血病を発症されたこ
とがきっかけで始まり、今回で 31 回
を迎えることができました。
　当日は天候にも恵まれ、230 名を超
す多くの皆様にご来場いただき、骨髄
バンクの普及啓発にも大きく寄与する
機会となりました。
　今回は昨年のアンケートやご意見を
参考に、開演時間を 30 分早め、6 月
開催ということもあり、終演後もまだ
明るく安心してお帰りいただくことが
できました。来場者の皆様からは「毎
年このコンサートを楽しみにしていま

す」「また来ることができて嬉しいで
す」「このコンサートで年に一度、友
人や知人と再会できることも楽しみの
一つです」など、心温まるお声を数多
くいただきました。長い歴史を重ねて
きたコンサートが、多くの方に親しま
れ、地域の皆様の大切な行事として定
着していることを改めて実感しました。
　演奏者の三

み

戸
と

素子さんからは、「本堂
で奏でる楽器の音色は、温度や湿度の
関係でこの時期が一番すばらしい」と
のお話があり、歴史ある円覚寺の厳か
な空間に響く音色は、ご来場いただい
た皆様の心に深く残るひとときとなりま
した。

　31回という歴史は、多くの方々の温
かな応援とご協力の積み重ねによって築
かれてきたものと感謝申し上げます。そ
の思いを大切に受け継ぎ、鎌倉円覚寺・
方丈でしか味わうことのできないコン
サートを目指してまいりますので、一層
のご支援ご協力をお願い申し上げます。
（神奈川骨髄移植を考える会　山下圭子）

骨髄バンクを支援する
やまがたの会視察研修

福島

やまがたの会 小野寺南波子会長
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チャリティーコンサート
「ピアノ三重奏の夕べ」

神奈川

訂正とお詫び
会報 407 号「各地のたより・新潟」におい
て、講演者名の表記に誤りがありましたの
で訂正します。
誤：芝山浩彦先生　�正：柴山浩彦先生
柴山先生をはじめ、関係者の皆様にお詫び
申し上げます。

心からのご寄付に感謝申し上げます
当協議会への寄付金は税制上の優遇措置を受けられます。

●6月21日～7月20日（敬称略）

●一般
山村　詔一郎 現金 4,464 円
藤波　敬子 現金 10,000 円
匿名 現金 5,000 円
匿名 現金 1,000 円
●佐藤きち子造血細胞移植患者支援基金
東京港南マリーンロータリークラブ
 現金 100,000 円
匿名 現金 5,000 円
●志村大輔患者支援基金
小野塚　照直 現金 5,000 円

●こうのとりマリーン基金
東京港南マリーンロータリークラブ
 現金 88,798 円
●募金箱
株式会社　クスリのアオキ
 現金 1,424,784 円
株式会社　マルト商事
 現金 33,258 円
社会医療法人北楡会　札幌北楡病院
 現金 4,941 円
社会医療法人北楡会　札幌北楡病院

 現金 11,972 円
旭薬ナナカマド薬局
 現金 18,489 円
アクアスロン大会募金箱
 現金 300 円
●つながる募金
 現金 5,200 円
●キモチと。
 現金 20,537 円
●マンスリーサポート
 現金 88,000 円

活動資金の支援を
お願いします

口座名：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

銀行口座　三井住友銀行　新宿通支店
普通　5666655

郵便振替口座　00150­4­15754

郵便振替口座の振込用紙を郵送いたします。当協議会までご請求ください。


